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ター）の情報科学技術ユニット（旧電子情報通信ユニッ
ト）が，人と機械が共創する社会を目指して，知のコン
ピューティングという，日本発のイニシアチブにするた
めのサミットWisdom Computing Summit 2013 を開催
し [JST 13a]，当学会も積極的に関与し，多くの学会員
が参加して，新しいコンセプトづくりに関わった．さら
に，引き続き，知のメディアというサブテーマを集中的
に議論するために，科学技術未来戦略ワークショップ「知
のコンピューティング：知のメディア」が開催され，こ
こでも多くの学会員が貢献した [JST 13b]．
時代が変われば，職業も変わるのは当然なのに，最近，

AIをはじめとする先端的コンピュータが人の職業を奪
うという「機械との競争」[ブリニョルフソン 13]とい
う言葉をよく耳にするようになってきた．機械との競争
ではなく「機械との共創」を論じたいものである．30

年も前，FGCSで AIのイニシアチブをとりにいった開
拓精神を思い出し，我が国において，新しい未来社会を
築いていくような機械との共創プロジェクト，AIチャ
レンジが多様な形で進められていくことを期待したい．
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